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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、カドヘリンスーパーファミリーに属するフラミンゴサブファミリーのメンバーです。フラミンゴサブファミリーは、カテニンと相互作用しない非古典型カドヘリンで構成されています。フラミンゴカドヘリンは細胞膜に局在し、細胞外ドメインに9つのカドヘリンドメイン、7つの上皮成長因子様リピート、および2つのラミニンA G型リピートを有しています。また、このサブファミリーに特有の特徴として、7つの膜貫通ドメインも有しています。これらのタンパク質は接触を介したコミュニケーションに関与する受容体であると仮定されており、カドヘリンドメインはホモフィリック結合領域として機能し、EGF様ドメインは細胞接着および受容体-リガンド相互作用に関与しています。この特定のメンバーは、発生的に制御される神経特異的遺伝子であり、初期胚発生において未特定の役割を果たしています。 [RefSeq提供,機能:神経系形成における細胞間シグナル伝達において重要な役割を果たす可能性のある受容体。,PTM:鉄および2-オキソグルタル酸依存性のアスパラギン酸およびアスパラギンの3位水酸化は、EGFドメイン内で(R)立体特異的である。,類似性:Gタンパク質共役受容体2ファミリーに属します。LN-TM7サブファミリー。,類似性:1つのGPSドメインを含みます。,類似性:1つのラミニンEGF様ドメインを含みます。,類似性:2つのラミニンG様ドメインを含みます。,類似性:8つのEGF様ドメインを含みます。,類似性:9つのカドヘリンドメインを含みます。,
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	CELSR1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

